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灯油価格の抑制と安定供給を求める緊急要請 

 

冬の暖房を担う灯油は、積雪寒冷地に住む道民にとって、まさに「命綱」です。その価格が需要

期に入り高騰しています。 １９７２年から続ける北海道消費者協会の「石油製品の価格動向調査」

では、１０月１８日公表の道内平均価格は１リットルあたり９９円となり、全６６地域のうち２１地域が

すでに１００円を超えました。石油情報センター調べでは配達価格は１０１円（１０月１１日現在）と

なり、昨年同期より２１円（２６．5％）高く、３年ぶりの高水準に道民生活は脅かされています。 

 

世界経済は新型コロナウイルスによる低迷から回復しつつあり、それを受けた原油価格の上昇

が背景にあるとしても、コロナ禍前の一昨年同期の水準をすでに約５円上回っています。北海道に

おける灯油の年間購入量（2 人以上世帯）は、平均９０８リットルで、全国平均の５．５倍に上ります

（２０２０年家計調査）。１１月から４月まで冬期半年の灯油代は年間購入額の約 80％を占めるこ

とから、道民の家計負担の増加は前年比で平均１万５０００円を超え、一昨年比でも３６００円余り

増える見込みです。 

 

１０月１５日に内閣府が公表した家計可処分所得四半期別速報によれば、２０２１年４－６月は

前年同期比マイナス９．９％となっています。可処分所得が大きく落ち込む中で灯油代がかさめば、

年金生活者や低所得者はもとより、コロナ禍で経済的痛手を被った道民には、ことのほかつらい

季節になりかねません。つきましては道民が安心して冬を過ごせるよう、下記の事項について速や

かに取り組まれることを強く要請します。 

 

記 

1  灯油が適正な価格で安定的に供給されるよう、必要な施策を国に求めるほか、元売り・販売

事業者への要請を行い、小売り段階での便乗値上げ等への監視を強め、消費者に対し的確・

迅速な情報提供をお願いします。 

 

2  灯油価格の高騰により日常生活に支障をきたす年金生活者、低所得者、母子家庭などの社

会的弱者や、コロナ禍による生活困窮者に対し、福祉灯油等の助成を含む特段の支援と周知

を迅速に行うようお願いします。 

以上 


